
４−①地元の社会資源資源との連携 
継続的な活動を可能にする地域連携 

長期的な支援を行うためには地域連携が必要不可欠である。特に、地域アクターと
の支援の交換が支援事業を継続的なものにする。弊法人は、拠点形成について多
大な支援を受けた。また、経済的支援だけではなく、土地勘のない弊法人スタッフへ
地域住民のキーパーソンの紹介など、地元人脈を活用したニーズの汲み上げ機能
など地域内外の各アクター間の役割分担が自然形成された。これにより、各アクター
間の補完関係を構築し、今日まで地域を基盤にした安定的な活動を行えた。 

Supported by 
・環境合同会社（今回の震災の瓦礫撤去等のために設立された地元企業からなる合同会社） 
・みやぎ登米市災害ボランティアハブセンター（中間支援を担うローカルNGO） 
施設の紹介（風呂・トイレ・炊事場付き、暖房・寝具・インターネット完備） 
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